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空港におけるコンクリー 

ト構造物の標準化に関す 

る検討 
(研究期間：令和５年度～) 
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（キーワード）コンクリート構造物の標準規格化、空港コンクリート構造物、プレキャスト化 

１．はじめに 

 2024年の建設業就業者数（477万人）は、1997年の

ピーク時より約30%減少している。建設業の生産年齢

人口の減少が進む中、建設現場における生産性向上

は重要な課題であり、i-Construction2.0を推進して、

生産性向上を図ることが不可欠となっている。 

 i-Construction2.0による生産性向上の取組みと

して、プレキャスト製品の活用が求められており、

国土交通省では、コンクリート生産性向上検討協議

会（平成28年3月～）にて、「規格の標準化」などが

議論されている。 

 

２．空港分野におけるコンクリート構造物の標準規

格化について 

空港分野では、施設の新設が減り、既存施設の改

良が増加している。また、空港の工事は、航空機の

運航が終了する深夜から早朝にかけての短時間で行

われることが多く、作業時間の制約からもプレキャ

スト化が強く求められているが、標準的な規格がな

いため、コンクリート構造物の標準規格化の取組み

が喫緊の課題となっている。 

よって、本稿では、令和5年度から3カ年で実施し

ている空港におけるコンクリート構造物の標準規格

化の検討概要について紹介する。 

 

３．対象構造物の抽出、標準断面の設定 

(1)標準規格化対象構造物の抽出 

標準規格化の対象構造物は、地下又は地表に設置

される排水施設（ボックスカルバート、U型側溝）を

基本とし、空港の一般的な施設レイアウトにおいて

航空機荷重等に対応する必要がある構造物を抽出し

た。以下の図-1は、滑走路・誘導路周辺の対象荷重

の考え方であり、本検討の対象構造物は、荷重が航

空機荷重（W荷重）又は航空機一時荷重（W’荷重）、

またケース１・２に該当する構造物である。これに

より抽出した構造物は、ボックスカルバート・U型側

溝・共同溝等となった。 

 

 

 

 

 

図-1 滑走路・誘導路周辺の対象荷重の考え方 

(2) 土被り、内空断面による標準断面の設定 

既往の設計事例や荷重条件を収集・整理し、標準

規格化に適用する標準断面を土被り、内空断面毎に

設定した。さらに材料条件（コンクリート設計基準

強度、鋼材等）及び構造照査に使用する安全係数に

ついても整理を行った。設定した標準断面（表-1）

を以下に示す。 

表-1 既往の設計事例をもとに設定した標準断面（抜粋） 

  

構造物 設計荷重 土被り 内空幅 内空高さ
・型式 （m） （m） （m）

ボックス ①航空機荷重 0.4 2.5 2

カルバート 1
②ﾄｰｲﾝｸﾞﾄﾗｸﾀｰ荷重 0.4
③航空機荷重 0.4 1 1

1
④ﾄｰｲﾝｸﾞﾄﾗｸﾀｰ荷重 0.4

側溝 ⑤航空機荷重 － 0.6 1.5
(U型側溝) ⑥ﾄｰｲﾝｸﾞﾄﾗｸﾀｰ荷重

⑦航空機荷重 － 0.4 1.5
⑧ﾄｰｲﾝｸﾞﾄﾗｸﾀｰ荷重

※ﾄｰｲﾝｸﾞﾄﾗｸﾀｰとは、空港等で航空機や貨物をけん引する車両

研究官 研究官 
 

係長 室長 

ケース１ ：地下道・共同溝等、航空機が逸脱した場合、構造物が破壊又

は損傷することにより、航空機の損傷や人命に危害が生じるお

それが大きい構造物 

ケース２ ：マンホールや貯水槽等、航空機が逸脱した場合、構造物の破

壊等が航空機に大きな損傷を及ぼさず、空港機能に大きな影響

を及ぼさない構造物 
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４．航空機荷重に対応した標準断面の設計 

(1)構造照査による標準断面の設計 

 上記で設定した標準断面より、構造照査により検

討する断面諸元（部材厚・コンクリート設計基準強

度・設計配筋）を複数作成した上で、類似する断面

諸元を以下の方針で集約し、標準断面を設計した。 

・設計配筋が同一の断面は、施工性・経済性が優位

となる断面（部材厚が薄い、またはコンクリート設

計基準強度が小さい断面）に集約。 

・設計配筋のうち、最大鉄筋径の鉄筋以外で1 部位

のみ配筋が異なるものは、設計配筋が類似するも

のとして、施工性・経済性が優位となる断面に集

約。 

表-2に断面比較検討の事例を示す。 

表-2 断面比較検討 

 

 

(2)プレキャスト製品化に向けた関係者ヒアリング 

 標準規格化対象構造物のプレキャスト製品化を推

進するため、プレキャスト製品の標準図を作成する

こととし、作成にあたり注意点等を関係者にヒアリ

ングを実施した。その内容は、以下のとおり。 

・ヒアリングでは、代表的な断面案を例示しつつ、

経済性、施工性等に関係する断面諸元の要素を

確認した。例えば、1 ユニット当たりの重量が

大きいと輸送コストが高く、施工性も悪化する

ことが推測されるが、その他、材料調達や製作

過程、施工機械による据付等の視点で経済性、

施工性等の優劣に影響する要素の有無とその内

容を確認した。 

・また、製作の可否や作成費の確認を行った。特に作

成費は、製品を作成する設備が企業ごとに違いが

あるため、標準断面に不可欠な要素であるかの確

認を行い、不必要な要素については排除すること

に注意しながらヒアリングを実施した。 

 

５．標準図集・BIM/CIMモデルの作成 

標準図集は、合計29個の断面について標準断面図、

設計条件、参考数量を記載し、設計・施工の実務に

資するものとなる記載を心掛けた。 

 また、BIM/CIM モデルの仕様は、外形の詳細形状

を表現した詳細度300を基本モデルとして作成し、さ

らに、代表的な断面のみ鉄筋の配筋を示した詳細度

400のモデルを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 標準図(上段)及びBIM/CIMモデル(下段) 

 

６．おわりに 

 本検討については、今後、航空局が策定している

空港土木施設設計要領への反映を予定している。広

く空港関係者に使用いただくことで、実務において、

例えば気候変動による雨量の増加により排水構造物

を改良する際に使用されるなど、将来にわたる安全・

安心な空港施設の提供に寄与することを期待してい

る。 

詳細度400(配筋を表現) 詳細度300(外形を表現) 
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